
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
本
会
の
運
営
並
び
に
農
業
農
村
整
備
事
業
の

推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
第
三
十
七
回
全
国
土
地
改
良
大
会
山
梨
大
会

式
典
を
十
月
三
十
日
に
甲
府
市
の
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地
よ
り
来
賓
、
関
係

者
併
せ
て
約
三
、八
〇
〇
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大

か
つ
成
功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
日
か
ら
十
一
月
一
日
に
実
施
し
ま
し
た
事
業

視
察
に
お
き
ま
し
て
も
、
約
二
、三
〇
〇
名
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
本
県
の
国
営
・
県
営
農
業
農
村
整
備
事
業
等
で

整
備
さ
れ
た
施
設
な
ど
を
熱
心
に
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
農
林
水
産
省
を
は
じ
め
、
山

梨
県
、
県
内
市
町
村
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
及
び
関
係
団
体
等

関
係
者
皆
様
の
ご
支
援
並
び
に
参
加
者
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
と
哀
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
は
、『
富
士
の
国
や
ま
な
し
発
　
か
け
が
え
の
な
い

農
業
を
次
世
代
に
　
水
土
里
（
み
ど
り
）
育
む
土
地
改
良
』

を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
先
人
達
か
ら
引
き
継
が
れ
て

き
た
農
業
に
大
切
な
「
水
」「
土
」「
里
」
を
、
今
生
き
る

私
達
は
、
明
日
を
担
う
次
世
代
へ
着
実
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
を
広
く
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

併
せ
て
、
特
色
あ
る
山
梨
の
農
業
・
農
村
の
現
状
や
、「
果

樹
王
国
山
梨
」
の
農
産
物
や
「
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
」

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
観
光
資
源
な
ど
、
山
梨
の
魅
力

を
存
分
に
Ｐ
Ｒ
出
来
た
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
一
月
十
四
日
に
農

林
水
産
予
算
概
算
決
定
が
さ
れ
、
農
業
農
村
整
備
事
業
予

算
関
係
で
は
、
三
、五
八
八
億
円
、
伸
び
率
四
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
、
一
六
四
億
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
予
算
で
は
、「
強
い
農
林
水
産
業
の
た
め
の
基
盤
づ
く

り
」
と
し
て
、
農
業
競
争
力
強
化
の
た
め
の
農
地
の
大
区

画
化
・
汎
用
性
、
新
た
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

国
土
強
靭
化
の
た
め
の
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
・
耐

震
化
対
策
、
た
め
池
の
管
理
体
制
強
化
等
に
重
点
を
お
い

て
い
ま
す
。

本
会
と
し
て
、
更
な
る
技
術
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、「
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
積
極
的
に
活
用
し
、
農

地
中
間
管
理
事
業
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
等
の
各
種

施
策
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
今
後
も
、
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
本
会

の
業
務
運
営
に
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
ご
支
援
、
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
県
農
業
の
発
展
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

水
土
里
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

（
山
梨
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）

会
　
長

白
　
倉
　
政
　
司
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み
な
さ
ん
の
連
合
会
で
す 

◇
農
業
農
村
整
備
事
業
調
査
設
計 

◇
換
地
確
定
測
量
業
務 

◇
施
設
の
診
断
、
相
談
等 

経
験
豊
か
で
信
頼
あ
る
連
合
会
へ 

農
業
の
未
来
を
ひ
ら
き 

緑
な
す
や
す
ら
ぎ
の
ふ
る
里
を 

豊
か
な
国
土
を
守
り
育
て
る 

土
地
改
良
を
推
進
し
よ
う 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
梨
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
会
員
の

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
、
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
農
業
農
村
整
備
事
業
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
二
月
の
記
録

的
な
豪
雪
を
は
じ
め
、
豪
雨
、
噴
火
、
台
風
、
地

震
が
頻
発
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
、
二
月
の
豪
雪
に
よ
り
、
農

業
用
ハ
ウ
ス
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
県

内
農
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

県
と
し
ま
し
て
も
一
日
も
早
い
営
農
の
再
開
が

で
き
る
よ
う
、
国
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
復
旧
復
興
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
十
月
三
〇
日
に
ア
イ
メ
ッ
セ
で

開
催
さ
れ
た
全
国
土
地
改
良
大
会
山
梨
大
会
は
、

全
国
か
ら
約
三
千
八
百
人
の
農
業
農
村
整
備
に
携

わ
る
関
係
者
が
参
加
し
、
大
会
式
典
や
現
地
視
察

を
通
じ
て
、
本
県
の
農
業
・
農
村
の
魅
力
を
全
国
に

情
報
発
信
で
き
た
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
大
会
が
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
大
会
の
主
催

者
で
あ
り
ま
す
山
梨
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
国
は
昨
年
六
月
に
「
農
林
水
産
業
・
地

域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
を
改
定
し
、
農
業
を
足

腰
の
強
い
産
業
と
し
て
い
く
た
め
の
政
策
（
産
業

政
策
）
と
、
農
業
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

維
持
・
発
揮
を
図
る
た
め
の
政
策
（
地
域
政
策
）

を
車
の
両
輪
と
し
て
、
各
種
施
策
を
着
実
に
実
行

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

県
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
度
か
ら
農
地
中
間

管
理
機
構
を
始
動
さ
せ
、
農
地
の
流
動
化
を
積
極

的
に
推
進
で
き
る
体
制
を
整
え
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
規
就
農
者
や
企
業
な
ど
の
多
様
な

担
い
手
の
農
業
参
入
を
一
層
加
速
さ
せ
る
た
め
、

農
地
中
間
管
理
機
構
と
基

盤
整
備
を
絡
め
な
が
ら
、

農
地
の
大
区
画
化
や
汎
用

化
の
整
備
を
行
い
、
農
業

競
争
力
を
強
化
し
、
攻
め

の
農
業
を
促
進
し
て
参
り

ま
す
。

ま
た
、
日
本
型
直
接
支

払
制
度
の
下
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
や
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

を
活
用
し
て
、
農
業
・
農

村
の
多
面
的
機
能
の
適
切

な
維
持
・
管
理
活
動
を
支

援
し
、
地
域
の
農
地
・
農

業
用
水
な
ど
の
地
域
資
源

を
維
持
保
全
す
る
こ
と

で
、
本
県
農
業
の
持
続
的

な
発
展
と
、
生
産
や
生
活

の
基
盤
で
あ
る
農
村
の
振

興
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

併
せ
て
、
農
村
の
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

や
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
農
業
農
村

整
備
事
業
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
山
梨
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
災
害
の

な
い
穏
や
か
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

山梨県農政部長  山　里　直　志 山梨県農政部長  山　里　直　志 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
梨
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
会
員
の

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

に
あ
た
り
ま
し
て
、
多
大
な
ご
尽
力
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
二
月
の
豪
雪
や
広
島
な
ど
の
集
中
豪
雨

の
被
害
、
御
嶽
山
を
は
じ
め
と
す
る
火
山
の
噴
火
、

台
風
な
ど
自
然
災
害
が
多
発
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国
は
、
平
時
か
ら
大
規

模
自
然
災
害
等
に
対
す
る
備
え
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
国
土
強
靭
化
基
本
計
画
を
策

定
し
て
お
り
ま
す
。

県
に
お
い
て
も
、
国
の
動
き
に
合
わ
せ
、
災
害

に
強
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
県
土
づ

く
り
を
目
指
し
た
山
梨
県
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農
政
部
で
は
、
昨
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
、
た

め
池
の
一
斉
点
検
や
耐
震
調
査
の
結
果
を
基
に
、

対
策
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
た
め
池
等
に
つ
い

て
、
関
係
市
町
村
と
協
議
調
整
を
図
り
、
必
要
な

追
加
調
査
や
地
域
の
実
態
に
即
し
た
整
備
計
画
の

策
定
を
行
う
こ
と
な
ど
、
国
土
の
強
靱
化
に
資
す

る
農
村
地
域
の
防
災
減
災
対
策
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

ま
た
、
国
は
、
農
業
の
競
争
力
強
化
に
向
け
、

昨
年
六
月
に
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン
」
を
改
訂
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
農
業
改
革

を
実
行
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
う
し
た
国
の
動
き
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
企
業
な
ど
の
多
様
な
担
い
手
の
農
業
参
入
を

一
層
加
速
さ
せ
る
た
め
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と

基
盤
整
備
を
絡
め
な
が

ら
、
農
地
の
大
区
画
化
や

汎
用
化
の
整
備
な
ど
を
重

点
的
に
行
い
農
業
競
争
力

の
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。併

せ
て
地
域
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
、
鳥
獣
被
害

対
策
や
老
朽
化
し
た
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
の

各
種
施
策
を
総
合
的
か
つ

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
行
し

て
参
り
ま
す
。

昨
年
の
十
月
に
は
、
全

国
土
地
改
良
大
会
が
山
梨

県
で
開
催
さ
れ
、「
富
士

の
国
や
ま
な
し
発
　
か
け

が
え
の
な
い
農
業
を
次
世

代
へ
水
土
里
（
み
ど
り
）

育
む
土
地
改
良
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
農
業
・

農
村
の
重
要
性
や
農
業
農

村
整
備
の
役
割
を
全
国
に

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た

実
り
あ
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
大
会
の
誘
致
活
動
か
ら
成
功
裏
に
終
わ
っ

た
山
梨
大
会
の
開
催
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
ご
尽

力
さ
れ
た
山
梨
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の

会
員
の
皆
様
方
に
、
土
地
改
良
事
業
に
携
わ
る
者

と
し
て
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
山
梨
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山梨県農政部耕地課長  渡　邊　祥　司 山梨県農政部耕地課長  渡　邊　祥　司 

新 年 の 挨 拶  新 年 の 挨 拶  



最
後
に
、
ご
臨
席
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣
　
安
　
倍
　
晋
　
三

〜
土
地
改
良
事
業
功
績
者
表
彰
〜

土
地
改
良
事
業
功
績
者
表
彰
で
は
、
農
業
農
村

整
備
事
業
の
推
進
な
ど
永
年
に
亘
功
績
が
認
め
ら

れ
た
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
六
名
、
農
林
水
産
省

農
村
振
興
局
長
表
彰
十
五
名
、
全
国
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
会
長
表
彰
四
十
五
名
の
皆
様
方
が

栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。

本
県
か
ら
は
、
塩
川
土
地
改
良
区
藤
森
儀
文
理

事
長
が
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
小
泉
昭
男
農
林

水
産
副
大
臣
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
河
口
綜
合
土
地
改
良
区
小
河
原

彦
一
理
事
長
が
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

会
長
表
彰
を
四
十
五
名
の
代
表
と
し
て
表
彰
状
と

記
念
品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
基
調
講
演
・
基
調
報
告

山
梨
県
内
優
良
事
例
地
区
紹
介

基
調
講
演
と
し
て
、
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局

の
小
林
祐
一
次
長
が
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

第161号 山 梨 の 土 地 改 良 平成27年１月25日発行　（4）

き
継
が
れ
た
水
・
土
・
里
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

責
任
が
あ
り
ま
す
。
富
士
の
国
山
梨
よ
り
ご
参
集

の
皆
様
と
と
も
に
発
進
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
主
催
者
と
し
て
全
国
水
土
里
ネ

ッ
ト
野
中
広
務
会
長
が
「
ま
ず
、
全
国
各
地
で
台

風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
火
山
の
噴
火
等
に
よ
り
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
農

村
部
に
お
い
て
は
、
農
業
は
地
域
の
根
幹
を
な
す

重
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
農
業
・
農
村
の
振

興
は
地
域
再
生
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
土
地
改
良
関
係
者
と

し
ま
し
て
も
、
国
の
目
指
す
方
向
に
呼
応
し
、
ほ

場
の
大
区
画
化
や
畑
地
か
ん
が
い
な
ど
の
土
地
改

良
事
業
に
お
い
て
培
っ
て
き
た
技
術
と
経
験
を
活

用
し
、
攻
め
の
農
業
の
実
現
に
向
け
積
極
的
に
貢

献
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。」
と
挨
拶
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
横
内
正
明
山
梨
県
知
事
、
棚
本
邦
由

県
議
会
議
長
が
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
朗
読
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
来
賓
祝
辞
と
し
て
小
泉
昭
男
農
林
水

産
副
大
臣
が
、「
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

域
の
と
り
ま
と
め
役
と
し
て
、
土
地
改
良
に
関
わ

る
永
年
の
経
験
と
見
識
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
農

業
競
争
力
強
化
、
国
土
強
靭
化
、
農
村
の
活
性
化

の
基
盤
と
な
る
農
業
農
村
整
備
の
推
進
に
引
き
続

き
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
水
土
里
ネ
ッ
ト

関
係
者
の
一
層
の
尽
力
に
期
待
を
寄
せ
る
旨
の
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

〜
第
37
回
全
国
土
地
改
良
大
会
・

山
梨
大
会
開
催
〜

第
三
十
七
回
全
国
土
地
改
良
大
会
・
山
梨
大
会

が
平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
日
（
木
）
午
後
一
時

よ
り
、
甲
府
市
山
梨
県
立
産
業
展
示
交
流
館
（
ア

イ
メ
ッ
セ
山
梨
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
大
会
テ

ー
マ
「
富
士
の
国
や
ま
な
し
発
　
か
け
が
え
の
な

い
農
業
を
次
世
代
に
　
水
土
里
育
む
土
地
改
良
」

の
も
と
、
全
国
か
ら
関
係
者
総
勢
三
、
八
〇
〇
名

が
参
集
し
ま
し
た
。

山
梨
大
会
は
農
業
農
村
整
備
に
携
わ
る
全
国
の

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
新
た
な
農
業
の
展
開
に

即
し
て
、
改
め
て
農
業
農
村
整
備
の
使
命
を
再
認

識
し
関
係
者
の
総
力
を
挙
げ
て
我
が
国
の
農
業
・

農
村
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
小
泉
昭
男
農
林
水
産
副
大
臣
、
横

内
正
明
山
梨
県
知
事
、
棚
本
邦
由
県
議
会
議
長
、

小
林
祐
一
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
次
長
、
県
選

出
国
会
議
員
ら
多
数
の
来
賓
者
の
出
席
を
頂
き
ま

し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
「
天
野
宣
と
阿
羅
漢
」
の
太
鼓
演
奏

が
披
露
さ
れ
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

●
主
催
者
・
来
賓
者
挨
拶

式
典
に
入
り
、
開
催
県
で
あ
る
水
土
里
ネ
ッ
ト

や
ま
な
し
の
白
倉
政
司
会
長
が
、「
先
人
か
ら
引

●
第
三
十
七
回
全
国
土
地
改
良
大
会
山
梨

大
会
・
総
理
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
第
三
十
七
回
全
国
土
地
改
良
大
会
山
梨
大
会
」

の
開
催
に
当
た
り
、
一
言
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
は
古
来
、
瑞
穂
の
国
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し

た
。
草
を
引
き
、
あ
ぜ
を
守
り
、
水
を
保
つ
。
こ

う
し
た
営
み
が
、
日
本
の
景
観
、
国
土
、
そ
し
て

国
柄
を
形
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
農
業
は

国
の
基
で
あ
り
、
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
る
美
し

い
田
園
風
景
が
あ
っ
て
こ
そ
、
麗
し
い
日
本
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
我
が
国
の
農
業
は
、
農
業
生
産
額
の

減
少
と
高
齢
化
の
進
展
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等

の
構
造
的
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
安
倍
内
閣
に
お
い
て
は
、
農
地
集

積
バ
ン
ク
に
よ
る
農
地
集
積
、
本
年
六
月
に
法
制

化
し
た
日
本
型
直
接
支
払
の
実
施
な
ど
の
農
政
改

革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
を
若
者
に
魅

力
あ
る
成
長
産
業
と
し
、
農
業
・
農
村
全
体
の
所

得
倍
増
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

本
年
は
、
豪
雪
、
豪
雨
、
噴
火
、
台
風
と
災
害

が
頻
発
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
私
も
四
月
に

山
梨
県
甲
州
市
を
訪
れ
、
春
先
の
豪
雪
で
被
害
を

受
け
た
若
手
ブ
ド
ウ
農
家
の
皆
さ
ん
と
懇
談
い
た

し
ま
し
た
。

厳
し
い
状
況
に
も
め
げ
ず
、
力
強
く
六
次
産
業

化
や
規
模
拡
大
へ
の
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
た
こ
と

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

我
が
国
の
農
業
を
成
長
産
業
と
し
て
い
く
た
め

に
は
、
農
業
農
村
整
備
の
推
進
も
含
め
、
政
策
を

総
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
の
生
産
性
と

付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
明

日
の
農
業
を
切
り
拓
く
経
営
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た

や
る
気
の
あ
る
担
い
手
が
、
今
後
ま
す
ま
す
活
躍

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
農
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

富
士
の
国
や
ま
な
し
発

か
け
が
え
の
な
い
農
業
を
次
世
代
へ

水
土
里

み

ど

り

育
む
土
地
改
良

藤森理事長　農林水産大臣表彰受賞

小河原理事長
全国土地改良事業団体連合会会長表彰受賞



引
き
続
き
、
山
梨
県
内
の
優
良
事
例
地
区
を
笛

吹
川
沿
岸
土
地
改
良
区
菊
島
好
彦
事
務
局
長
、
明

野
茅
ヶ
岳
土
地
改
良
区
三
井
金
彦
常
務
理
事
が
事

業
実
施
概
要
等
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

●
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校

学
生
に
よ
る
大
会
宣
言

大
会
宣
言
は
、
専
門
学
校
山
梨
県

立
農
業
大
学
校
二
年
の
石
原
晃
平
さ

ん
と
窪
田
千
香
さ
ん
が
朗
読
し
、
農

業
を
魅
力
あ
る
産
業
に
す
る
た
め

に
、
私
達
は
「
我
が
国
に
お
け
る
食

料
の
自
給
率
向
上
と
安
定
供
給
の
確

保
」、「
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能

発
揮
」、「
農
業
の
持
続
的
発
展
」、

「
農
業
の
振
興
」
な
ど
の
必
要
性
、

重
要
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
国
民
的
理
解
の
醸
成
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
今
こ
そ
『
農
業
農
村

整
備
事
業
の
役
割
』
を
広
く
国
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
水
土
里
ネ
ッ
ト
」
の
人
々
は
、
先

人
達
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
、
か

け
が
え
の
な
い
農
業
を
次
世
代
に
引

き
継
い
で
行
く
こ
と
を
、
富
士
の
国大会旗引き継ぎ

山
梨
か
ら
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。

●
富
士
の
国
山
梨
か
ら

本
州
最
北
端
の
地
青
森
へ

第
三
十
八
回
全
国
土
地
改
良
大
会
を
開
催
す
る

青
森
県
へ
大
会
旗
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
旗
は
、
本
年
度
開
催
の
白
倉
山
梨
土
連
会

長
か
ら
野
中
全
土
連
会
長
へ
、
野
中
会
長
よ
り
野

上
青
森
土
連
会
長
に
力
強
く
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

続
い
て
青
森
土
連
野
上
憲
幸
会
長
が
、「
青
森

の
農
業
は
、
地
域
の
特
性
を
フ
ル
に
生
か
し
、
米
、

畑
作
、
果
樹
、
畜
産
の
生
産
で
、
全
国
で
も
有
数

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
農
業
を
展
開
し
て
い
る
土

地
改
良
を
引
き
続
き
、
力
強
い
農
業
と
魅
力
あ
る

農
村
づ
く
り
に
向
け
て
水
と
土
を
守
っ
て
行
く
所
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旧
・
復
興
」「
農
業
農
村
整
備
事
業
の
展
開
方
向
」

「
農
政
改
革
と
土
地
改
良
区
」
に
つ
い
て
講
演
。

続
い
て
、
基
調
報
告
と
し
て
水
土
里
ネ
ッ
ト
い
わ

て
生
内
修
　
事
業
調
整
監
よ
り
「
災
害
、
津
波
か

ら
の
復
興
」、
水
土
里
ネ
ッ
ト
み
や
ぎ
」
鈴
木
将

行
技
監
兼
技
術
部
長
よ
り
「
大
震
災
の
災
害
査
定

に
お
け
る
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
事
例
に

つ
い
て
」、
水
土
里
ネ
ッ
ト
福
島
小
林
剛
　
参
事

兼
総
務
企
画
部
長
が
「
ふ
く
し
ま
復
興
・
再
生
の

あ
ゆ
み
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

大 会 宣 言
事業視察　白州地区

大　会　宣　言

豊かな水と緑、日照時間に恵まれた、ここ山梨は、本州のほぼ中央に位置し、首都圏にありながら、
周囲を世界文化遺産の富士山をはじめ、八ヶ岳、南アルプスといった名峰に囲まれています。
本県においては、県土の約８割を森林が占め、農地の約３分の２が中山間地域であるという不利な条
件にもかかわらず、先人達による水利開発や農地整備とともに農業者のたゆまぬ努力と工夫・経験に裏
打ちされた高度な生産技術により、狭い農地でも高収入が得られる生産性の高い農業が展開されていま
す。全国的に農業所得の向上が喫緊の課題とされる中で、本県の10a当たりの生産農業所得は、全国でも
常に上位に位置しており、特にぶどう、もも、すももの生産量は全国一を誇り、「果樹王国やまなし」と
しての地位を築いています。
しかしながら、近年、農業・農村を取り巻く状況は、国際的な農産物流通の自由化や消費者ニーズの
多様化など、大きく変化しており、農業の担い手不足や耕作放棄地の増加、農村地域の高齢化など、多
くの課題を抱えています。
一方、農業は気象状況に大きく左右される産業であり、近年の異常気象の影響もあり、災害が頻発化
する傾向で、一度の災害で収穫が皆無という甚大な被害を受けることも稀ではありません。本県では、
今年２月、過去に経験したことのない県内観測史上最大の大雪により、ビニールハウスなどの農業施設
は壊滅的な被害を受けました。現在学んでいる農業大学校においても、野菜のハウスが倒壊してしまい、
自然災害の恐ろしさを目の当たりにしたところです。
こうした中、政府は昨年12月、「農林水産業・地域の活力創造プラン」を決定し、本年６月に同プラン
を改訂しました。このプランでは、農業を足腰の強い産業としていくための産業政策と、農業・農村の
有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域政策を車の両輪として推進することとし、農地中間管
理機構制度や日本型直接支払制度などの４つの改革に関係者が一体となって取り組み、若者たちが希望
を持てる「強い農林水産業」と「美しく活力のある農山漁村」を創り上げていくこととしています。
農業を魅力ある産業にするため、私たちは、「我が国における食料の自給率向上と安定供給の確保」、

「農業・農村の多面的機能の発揮」、「農業の持続的発展」、「農村の振興」などの必要性・重要性について、
これまで以上に国民的理解の醸成を図っていくとともに、今こそ「農業農村整備事業の役割」を広く国
民にアピールしていく必要があります。
また、国土強靭化基本計画に基づく生産基盤等の整備や農村の地域資源を有効に活用した太陽光・小
水力発電などの再生可能エネルギーの普及を着実に行うことにより、地域の災害対応力の強化や地域資
源の適切な保全管理を図り、災害に強く環境に優しい農業・農村を目指すことが、更なる農業・農村の
発展と「水土里ネット」の躍進へと繋がるのではないでしょうか。
農業・農村が健全であってこそ、豊かな国土や自然環境が維持されると思います。
本日、ここに集う私たちをはじめとする「水土里ネット」の人々は、先人達から受け継がれてきた、か
けがえのない農業・農村を次世代へ引き継いでいくことを、「水土里育む土地改良」を合い言葉に、ここ
「富士の国やまなし」から高らかに宣言します。

平成 2 6 年 1 0 月 3 0 日
第37回全国土地改良大会



平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
（
火
）
東
京
都

平
河
町
砂
防
会
館
「
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
」

に
お
い
て
、
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
及
び

都
道
府
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
主
催
で
、

『
農
業
農
村
の
集
い
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
平
成
二
十
七
年
度
の
予
算
編
成

期
を
迎
え
大
幅
に
予
算
削
減
が
行
わ
れ
た
農
業
農

村
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
根
幹
で
あ
る

農
業
・
農
村
を
支
え
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
事

業
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、
更
な
る
予
算

の
確
保
を
求
め
る
た
め
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
集
い
」
に
は
、
全
国
か
ら
土
地
改
良
区
代
表

者
並
び
に
市
町
村
長
、
都
道
府
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
代
表
者
ら
七
〇
〇
人
余
り
の
参
加
が

あ
り
、
山
梨
県
か
ら
は
、
野
田
正
資
徳
島
堰
土
地

改
良
区
理
事
長
ほ
か
一
九
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
か
ら
は
小
泉
昭
男
農
林
水
産
副
大

臣
を
は
じ
め
農
村
振
興
局
幹
部
、
ま
た
、
石
破
茂

地
方
創
生
担
当
大
臣
、
自
民
党
の
二
階
俊
博
総
務

会
長
、
稲
田
朋
美
政
調
会
長
、
衆
参
両
院
の
国
会

議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

集
い
は
、
野
中
広
務
全
土
連
会
長
が
主
催
者
の

挨
拶
を
行
い
、
続
け
て
来
賓
と
し
て
小
泉
昭
男
農

林
水
産
副
大
臣
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
続
け

て
二
階
総
務
会
長
、
稲
田
政
調
会
長
が
挨
拶
し
、

両
氏
と
も
土
地
改
良
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
予
算

確
保
に
努
め
る
こ
と
を
力
説
し
ま
し
た
。

農
業
農
村
整
備
事
業
の
情
勢
報
告
、
東
日
本
大

震
災
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
要

請
書
及
び
緊
急
要
請
が
採
択
さ
れ
、
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
で
盛
会
裡
に
集
い
が
終
了
し
ま
し
た
。

集
い
終
了
後
、
本
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て

要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
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政
府
は
農
業
・
農
村
の
所
得
倍
増
を
目
指
し
、「
強
い
農

林
水
産
業
」、「
美
し
い
活
力
あ
る
農
山
漁
村
」、「
国
土
強

靭
化
」
の
実
現
に
向
け
、
農
林
水
産
業
・
地
域
活
力
創
造

プ
ラ
ン
や
国
土
強
靭
化
計
画
を
決
定
し
、
種
々
の
施
策
を

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
有
る
。
水
土
里
ネ
ッ
ト
は
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
と
技
術
を
活
用
し
、
国
が
目
指
す

べ
き
方
向
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
貢
献
を
果
た
し
て

い
く
覚
悟
の
下
、
以
上
の
厳
し
い
現
状
と
課
題
も
踏
ま
え

て
、
次
の
事
項
の
実
現
を
国
に
強
く
要
請
す
る
。

記

一
、
安
定
的
・
計
画
的
な
事
業
執
行
の
た
め
に
、
平
成
二

十
七
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
農
業
農
村
整
備
予
算

が
復
活
し
た
と
実
感
で
き
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
応

え
ら
れ
る
規
模
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
農
業
の
競
争

力
強
化
に
つ
な
が
る
農
地
整
備
や
国
土
強
靭
化
の
考
え

に
即
し
た
防
災
・
減
災
対
策
に
対
し
て
重
点
的
に
処
置

す
る
こ
と
。

二
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
に
当
た
っ
て
は
、
衆
参
両
議
院
の
各

界
議
決
を
踏
ま
え
、
日
本
の
食
の
安
全
・
安
心
を
担
い
、

多
面
的
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
農
業
・
農
村
と
こ
れ
を

支
え
る
農
家
の
生
産
意
欲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な

こ
と
は
、
国
と
し
て
断
固
行
わ
な
い
こ
と
。

三
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の
加

速
化
を
実
現
し
、
強
い
農
業
を
展
開
す
る
た
め
、
水
田

の
大
区
画
化
や
汎
用
化
、
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
対
策
を
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
推
進
す
る
こ
と
。

そ
の
際
、
中
山
間
地
域
等
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た

農
業
経
営
の
展
開
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
十
分
配
慮
す

る
こ
と
。

四
、
東
日
本
大
震
災
を
始
め
と
す
る
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
、
農
業
用
施
設
、
農
地
海
岸
保
全
施
設
等

の
復
旧
や
農
地
の
大
区
画
化
除
染
等
の
対
策
を
加
速
的

に
進
め
る
こ
と
。

五
、
国
民
の
財
産
を
守
り
、
我
が
国
の
食
と
農
林
漁
業
を

再
生
す
る
た
め
、
国
土
強
靭
化
の
考
え
に
即
し
、
た
め

池
を
含
む
老
朽
化
し
た
農
業
水
利
施
設
の
保
全
整
備
や

耐
震
化
等
の
防
災
・
減
災
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。

六
、
多
面
的
機
能
支
払
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
な

予
算
確
保
に
加
え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
柔
軟
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
特
に
こ
れ
ま
で
「
農
地
・
水
管
理
支

払
交
付
金
」
の
推
進
に
多
大
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
地

域
協
議
会
の
役
割
に
鑑
み
、
地
域
協
議
会
の
位
置
づ
け

を
明
確
化
す
る
こ
と
。

七
、
農
村
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
、
維
持
管
理
費
の
低
減
等
に
資
す
る
た
め
、
小

水
力
発
電
等
を
推
進
す
る
こ
と
。

ま
た
、
複
数
の
電
力
会
社
で
実
施
さ
れ
て
い
る
系
統

接
続
の
回
答
保
留
を
早
急
に
解
除
す
る
よ
う
働
き
掛
け

る
こ
と
。

八
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
の
構
造

の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
土
地
改
良
区
が
有
す
る
技
術

と
経
験
と
と
も
に
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

こ
と
。
加
え
て
、
機
構
に
よ
る
借
り
受
け
や
担
い
手
等

へ
の
農
地
集
積
が
、
土
地
改
良
区
が
担
っ
て
き
た
水
利

調
整
や
末
端
の
農
業
用
水
路
等
の
保
全
管
理
に
与
え
る

影
響
を
最
小
限
と
す
る
こ
と
。

九
、
健
全
な
農
業
生
産
活
動
に
は
、
水
路
、
た
め
池
等
の

農
業
用
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
実
施
し
て
い
る
土

地
改
良
区
の
役
割
が
重
要
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
運
営
基
盤
は
、
組
合
員
の
減

少
や
農
事
用
電
力
の
大
幅
値
上
げ
等
に
よ
り
大
き
く
揺

ら
い
で
い
る
。

一
方
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
等
に
よ
り
、
今
ま
で

以
上
に
高
度
な
維
持
管
理
を
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
と
も
土
地
改
良
区
が
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
え
る
よ
う
、
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

会
　
長
　
野
中
　
広
務

副
会
長
　
吹
田
　

都
道
府
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

会
　
長
　

農
業
農
村
整
備
の
集
い

農
業
農
村
整
備
の
集
い

野中広務全土連会長挨拶

要

請

書

存
で
あ
る
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

青
森
大
会
は
、
水
と
土
の
防
人
と
し
て
の
想
い

を
込
め
『
土
地
改
良
の
路
繋
ぎ
　
明
日
へ
の
確
か

な
途
拓
く
』
を
テ
ー
マ
に
本
年
十
月
十
五
日
に
青

森
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
併
催
行
事
開
催

併
催
行
事
と
し
て
、
各
団
体
出
展
の
「
パ
ネ
ル

展
」、
山
梨
県
農
畜
産
物
の
特
産
品
の
展
示
・
販

売
、
次
期
開
催
県
「
青
森
県
」
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

●
事
業
視
察

十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
一
日
に
事
業
視
察

が
実
施
さ
れ
、
県
内
の
農
業
先
進
地
区
へ
日
帰
り

二
コ
ー
ス
、
一
泊
二
日
二
コ
ー
ス
、
さ
ら
に
独
自

バ
ス
で
の
視
察
を
併
せ
約
二
、
三
〇
〇
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。



平成27年度予算について１月14日に農林水産予算概算決定がされました。そのうち、農業農村

整備事業予算関係では、3,588億円、伸率4.8パーセント、164億円の増額となっています。
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平成27年度

農村振興関係予算概算決定

平成27年度 農業農村整備事業関係予算概算決定の概要 

農 業 農 村 整 備 事 業 の 概 要  

平成26年度予算額 平成27年度概算予算額 対前年度比 

2,689 

735 

－ 

3,424

2,753 

735 

100 

3 ,588

102.4% 

100.0% 

皆増 

104.8%

農業農村整備事業 

　国営かんがい排水 

　国営農地再編整備 

　国営総合農地防災 

　直轄地すべり 

　水資源開発 

　農業競争力強化基盤整備 

　　うち農業競争強化基盤整備 

　　うち農業基盤整備促進 

　　うち農業水利施設保全合理化 

　　うち水利施設整備（農地集積促進型） 

　農村地域防災減災 

　土地改良施設管理 

　その他 

計 

平成26年度予算額 平成27年度概算予算額 対前年度比（％） 事　　　　　項 

 

1,163 

169 

165 

15 

69 

 

324 

220 

45 

－ 

274 

152 

92 

2 ,689

 

1 ,053 

229 

228 

19 

69 

 

341 

225 

45 

6 

280 

155 

102 

2 ,753

 

90 .5％ 

135.6％ 

137.9％ 

125.0％ 

100.0％ 

 

105.1％ 

102.4％ 

100.0％ 

皆増 

102.4％ 

101.9％ 

110.3％ 

102.4％ 

（単位：億円） 

（単位：億円） 

（注）　計数は四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがある。 

農業農村整備事業 

農村漁村地域整備交付金（農業農村整備分） 

農地耕作条件改善事業（非公共） 

計 



第161号 山 梨 の 土 地 改 良 平成27年１月25日発行　（8）

山梨県土地改良事業団体連合会　土地改良相談室 
建設コンサル登録：農業土木部門 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
は
、
第
37
回
全
国
土
地
改
良
大
会
開

催
に
当
た
り
、
県
内
外
よ
り
総
勢
三
、八
〇

〇
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
て
成
功
裡
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
、
知
事
を

は
じ
め
、
県
内
の
関
係
各
位
に
対
し
ま
し
て

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
お

も
て
な
し
の
心
で
県
外
の
参
加
者
も
大
変
満

足
し
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

当
連
合
会
で
は
、
こ
の
大
会
の
成
功
が
大

き
な
自
信
と
な
り
、
技
術
力
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
、
新
し
い
政
策
等
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
羊
年
。

羊
は
群
れ
を
創
り
行
動
し
ま
す
。
当
会
も
羊

の
様
に
団
結
し
業
務
に
邁
進
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
会
員
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
し

職
員
一
同
、
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す

の
で
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

専
務
理
事

10
・
14

全
国
土
地
改
良
大
会
説
明
会
　

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

10
・
29

第
37
回
全
国
土
地
改
良
大
会
山
梨
大

会
リ
ハ
ー
サ
ル

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

10
・
30

第
37
回
全
国
土
地
改
良
大
会
山
梨
大

会
式
典

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

10
・
30

第
37
回
全
国
土
地
改
良
大
会
山
梨
大

会
交
歓
会

甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル

10
・
31

事
業
視
察

県
内
各
所

11
・
１
　
　

11
・
５
　
　
農
業
農
村
工
学
会
第
38
回
講
習
会鳥

取
県

11
・
７
　
　
関
東
一
都
九
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
協
議
会
秋
季
総
会都道

府
県
会
館

11
・
20

農
政
推
進
大
会

か
い
て
ら
す
　

11
・
25

農
業
農
村
整
備
の
集
い

砂
防
会
館

11
・
30

第
７
回
や
ま
な
し
農
業
・
農
村
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

山
梨
県
立
文
学
館

12
・
２
　
　
農
業
農
村
整
備
振
興
部
会

岩
手
県

12
・
３
　
　
第
２
回
水
土
里
情
報
利
活
用
推
進
会

議
幹
事
会

砂
防
会
館
　

12
・
10

換
地
技
術
者
育
成
確
保
連
絡
会
議
　
　
　

茨
城
県

12
・
15

農
業
会
議
常
任
会
議
員
会
議

甲
府
市

01
・
５
／
６
　
県
内
農
政
部
・
会
員
へ
の
新
年
挨

拶
廻

県
内
各
所

02
・
２
　
　
第
２
回
農
業
農
村
技
術
研
修
会
　

自
治
会
館
講
堂

02
・
３
　
　
第
37
回
全
国
土
地
改
良
大
会
運
営
委

員
会
・
幹
事
会
合
同
会
議
　
　
　石和

町

02
・
９
　
　
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指
導
員
委
嘱
式

自
治
会
館
講
堂

02
・
18

第
２
回
補
助
版
標
準
シ
ス
テ
ム
管
理

者
説
明
会

東
京
都

02
・
26

第
２
回
理
事
会

甲
府
市

03
・
16

農
業
会
議
常
任
会
議
員
会
議
甲
府
市

03
・
25

全
国
土
地
改
良
連
合
会
総
会
及
び
功

労
者
表
彰

東
京
都

03
・
26

第
五
十
七
回
土
地
改
良
連
合
会
通
常

総
会
及
び
功
労
者
表
彰自

治
会
館
講
堂

二
十
七 

土
地
連
の
会
議
と
行
事
報
告

土
地
連
の
会
議
と
行
事
報
告 

土
地
連
の
会
議
と
行
事
報
告

土
地
連
の
会
議
と
行
事
報
告 

土
地
連
の
会
議
と
行
事
報
告 

会
　
長

副
会
長

〃
専
務
理
事

理
　
事

〃〃〃〃〃〃
総
括
監
事

監
　
事

〃
総
括
監

参
　
事

北
杜
市
長

甲
斐
市
長

甲
州
市
長

学

識

者

中
央
市
長

笛
吹
市
長

都
留
市
長

山
梨
市
長

身
延
町
長

市
川
三
郷
町
長

丹
波
山
村
長

白
　
倉
　
政
　
司

保
　
坂
　
　
　
武

田
　
辺
　
　
　
篤

加
　
藤
　
　
　
啓

田
　
中
　
久
　
雄

倉
　
嶋
　
清
　
次

堀

内

富

久

望

月

清

賢

望
　
月
　
仁
　
司

久
　
保
　
眞
　
一

岡
　
部
　
政
　
幸

野
　
田
　
正
　
資

藤
　
森
　
儀
　
文

小
河
原

彦

一

戸
　
澤
　
正
　
彦

清

水

一

也

塩
川
土
地
改
良

区

理

事

長

河
口
綜
合
土
地
　

改
良
区
理
事
長

徳

島

堰

土

地

改
良
区
理
事
長

他

職

員

一

同

～




